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■ EdTech ツールの概要①

課金形態 契約内容 ライセンス料金

アカウント課金 500アカウント未満 3,000円/年、250円/月
（税抜）
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■ EdTech ツールの概要②

課金形態 契約内容 ライセンス料金

アカウント課金 500アカウント未満 1,500円/年、125円/月
（税抜）
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■学校等教育機関の抱える課題

児童・生徒が
抱える課題

●特別な支援を要する子どもたちに合ったICT教材がない
個人個人のレベルに応じて学習できる教材がない

教職員が
抱える課題

●先生方のマンパワー不足
アナログ教材の準備・片付け負荷が大きい

特別支援学校・学級の生徒増加で教員不足 文科省は「若手の配置や人事交流」を目指すが…現場から「増員が大前提」の声

非正規雇用の教員に頼っている現状
背景には、特別支援教育を受ける児童生徒の増加に教員の配置が追い付かない現実がある。文科省によると、昨年5月時点で特別支援学校の教員の17％、支援学級の担任教員だと

24％が臨時的任用の非正規雇用だ。支援学級担任が専門の教員免許を持つ割合は31％にとどまる。

全国特別支援学級・通級指導教室設置学校長協会（全特協）によると、2021年度に校長は小中学校とも特別支援教育の未経験者が70％を超え、障害がある子どもの教育に知識が乏
しいという現実もある。

検討会議メンバーで、全特協会長を務める喜多好一・江東区立豊洲北小学校統括校長は「支援学級や（児童生徒が小中学校内で通常学級に属しながら、障害に応じた指導を受け
る）通級指導教室は教員が不足し、厳しい状況にある。複数年経験は協会の強い要望だったので、盛り込まれたのはありがたい」と話す。

先行する都教委「増員ないと厳しい」
東京都教育委員会は、2013年度から小中高校と特別支援学校間で、教員を3年間派遣する交流人事を実施。さらに2023年度からは特別支援学校と地域の小中学校の特別支援学級間

で1年間の交流人事を予定し、報告書の内容を先取りしている。

経験が浅い教員を一気に受け入れると、現場の負担を重くする可能性がある。都教委の担当者は「国による教員増員などの配慮がないと、採用10年目までに全教員が特別支援教育
を複数年経験するのは厳しい。引き続き、現在実施しているような特別支援教育に携わる教員の資質向上に取り組んでいく」とする。

（2022年5月7日付 東京新聞朝刊より）
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■ EdTech導入補助金2022における活用事例

算数・数学の授業 国語の授業 算数・数学の授業

・本ツールは個別最適化教材のため、普通の学校ではカリキュラム外の時
間に使われることが多いが、今回の事業の9割を占める特別支援学校では授
業時間内に個別学習で利用されていた。
※写真の使用許可が下りていないため、引き続き呼びかける。
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■補助事業において実施したサポート内容

○問合せ、ツール不具合対応
本補助事業用として新たに設置したコールセンター
平日10:00〜18:00 1名体制

○⽉次運用レポート報告
利用状況をサーバから抽出してレポートにまとめ、
メールで報告。
実施時間は1〜2時間、対応者数はサーバ管理者と各
校担当者の2名体制、
レポート内容は各アカウントの学習履歴

○オンライン運用支援
毎月末、13〜18時の時間帯で学校ICT担当に電話も
しくはメールで困ったことはないかヒアリングし、
画面説明が必要な場合はオンライン会議
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■ EdTech導入補助金2022における導入実績
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■ EdTechツールによる活用効果①

・本ツール内の教科「ことば」は未就学以前の単元が収録された教材で
ある高校では、9〜12月末までの期間に1,732ユニットの総学習履歴が記録された。
※ユニットは本ツールの学習単位で、各単元は十個程度のユニットで構成され、各ユニットの中には10問の問題が入っている。

282 300 286

864

9月 10月 11月 12月

学習ユニット数推移

【課題】特別な支援を要する子どもたちに合ったICT教材がない
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■ EdTechツールによる活用効果②

【課題】先生方のマンパワー不足

25%

50%

25%

0%0%

ICT端末で一元化することで

授業の準備・片付けは楽になりましたか？

そう思う

まあ思う

どちらともいえない

あまり思わない

思わない

・特別な支援を要する子どもたちにはアナログ教具を多用するので、ブラウザで一元管理できる
ことに対しては肯定的。
※アンケートの回収率が悪く、春休み期間に再度回答呼びかけ予定

N=8
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■ EdTechツールを活用した児童・生徒・教員のコメント感想等

児童・生徒のコメント ・制限時間が厳しすぎる
・何度もチャレンジして、つぎのユニットに行けると嬉しい
・全問正解したときメッセージ画面で、問題が隠れてしまうので、正
解が確認できるようにしてほしい
・楽しかった
・またやりたい

教員のコメント ・イラストがやさしくてよかった
・さらに簡単な単元もほしい（あいうえおとか）
・音が出るともっとよいのではないか
・かんたんな単元を増やしてほしい
・何回間違えても飽きずにやっていた
・病状が良くない生徒が利用できず残念
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■ EdTechツールの導入・運用における課題とその改善策

導入における課題と
改善策

・導入においては必要であれば出張研修やオンライン研修を準備して
いたが、特に必要もなくICT担当の先生方が自分でセットアップできた

運用における課題と
改善策

・ICT担当の先生が使える環境を準備したが、各担任の先生が使ってく
れるかはまた別で、なかなか利用が進まなかった。
→単年ではなく来年度も継続利用とし、時間をかけて利用を呼びかけ
ていくこととなった
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■会社概要

ウェブサイト https://www.kictj.jp/

メールアドレス info@kictj.jp

代表番号 03-3513-6844

問い合わせ先

https://www.kictj.jp/
http://www.kictj.jp/contact/
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●特別支援学校からの応募が9割と想定以上に多かった

販社さんがあまりアプローチしてくれないターゲットに、本補助金のおかげでリーチするこ

とができた。

このことをきっかけに、特別な支援を要する子どもたちにも使いやすくインターフェイスを

改良していこうという気運が社内でも高まった。

■ EdTech導入補助金2022活用による成果の分析と考察
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